
連帯による「持続可能なエネルギー教育」
 

－地域と大学のローカルシンフォニーによるリサイクルからの展開－
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概念、空間、活動
持続可能な社会のために
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●変化

人口動態
 

・・・・（時間）

都市と農山村・・（空間）

「廃棄物」
 

・・・・（物質）

●参考資料

１）ロバート・マルサス、

 
１８００年「人口の原理に関する一論」

２）ラスキン、モリス、

 
１９００年「生活の芸術化」

ヒトの関係性・・・（理念）

「私」



概念
 

「なぜ変化を好むのか？」

•
 

新しい！

•
 

知る喜び！

•
 

豊かさ！

ﾌﾟﾘｭーゲル「盲人の寓話」

「廃棄物とは何か？」

物質→商品＝容器＋内容物

本質的

価値＝使用価値＋無価値？

●新たな価値の創造活動の必要性



廃棄物の価値の再生活動
 リサイクル率日本一（８０％）の大崎町の活動モデルを活用

•
 

対象物：アルミ缶、PETボトル

•
 

対象地：インドネシア・デポック市
 

170.0 万人

鹿児島県大崎町
 

1.5 万人

回収活動と分析

●ポカリの活躍→企業と連帯

●国ごとの特徴



日本と外国のリサイクルの比較

スウェーデン 日本

水の使用量 ２１０ℓ ３２０ℓ

グリーン電力 ４６％ ９％

家庭ごみの
リサイクル率

９６％ ２０％

有機農家 ２０％ １％以下

温暖化に影響
するCO2

－９％減 8％増

●大学生が評価したメリット
スウェーデン
アパートでのリサイクル⇒自分の好きな時間に好きなものを所定の場所に

捨てたり、分別できる！
リサイクルセンター

 
⇒大型のごみはリサイクルセンターに持っていける！

リサイクルステーション

 
⇒スーパーやガソリンスタンドの近く、または駅前に
コンテナが置いてあるので、買い物ついでや通勤つ
いでに、リサイクルに参加できる！





持続可能な社会のために
 ＥＳＤラボステーションの建設から！
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ＥＳＤエネルギー教育

鹿児島大学
ローカルシンフォニー

連帯

地域

大学

小学校・中学校・高校

地域と大学のローカルシンフォニー

ＥＳＤラボ・ステーション

ＥＳＤラボ・ステーションネットワーク

２０１５年目標

連帯による持続可能なエネルギー教育

概念図
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チサルアの環境教育



インドネシアのこども達の実践報告



私たちの設計



















私たちの作品







国際シンポジウム２月１２日開催

大崎町＋デポック市

鹿児島市＋デポック市
指宿市＋デポック市

Lilik 先生



2011年7月1日
どんどんnew typeが成長しています
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